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治療に関する基礎的研究 

 

研究概要 

現在、卵巣機能低下症例に対して有効な不妊治療法がないのが実状である。聖マリアンナ

医科大学の河村准教授らのグループは、40 歳までに閉経した早発閉経患者から卵巣を摘出

後、器官培養時に PI3K シグナル活性化物質を添加し、初期卵胞を活性化させた後に、卵巣

を自家移植するという、in vitro activation （IVA）を開発した（Kawamura K et al. Proc 

Natl Acad Sci U S A. 2013 ）。すでに 2016 年 1 月時点で 2名の生児を得るに至っている。

この技術開発は、早発閉経のみならず、42 歳以上で体外受精を受けている女性にも応用す

ることができ、少子化に対抗する画期的な技術である。富山大学も聖マリアンナ医科大学

との共同で IVA 治療の臨床研究を行う予定であり、卵巣凍結技術の習得を行う。また、現

行の IVA では摘出された卵巣組織は酸化および虚血ストレスに曝されることとなる。そこ

で、IVA の成績向上に向けた基礎実験として、抗酸化物質アスタキサンチンを用いる。 

 

成果要約 

富山大学においても IVA 療法を行うことが、倫理委員会にて承認され、平成 29 年 2 月より

卵巣機能の低下した症例（Primary Ovarian Insufficiency; P.O.I）に対する P.O.I 外来

を開設することができ、ホームページを開設した。これにより、富山県および石川県の多

くの病院から P.O.I 患者の紹介を受けることができた。また、本外来を立ち上げたことで

IVA 療法を行うことが可能となり、第１例手術を平成 29 年 4 月 3 日に施行するに至った。

また、国内にて実習を行い、卵巣凍結技術を習得することができた。 

卵巣機能不全患者の中には、卵巣での酸化ストレスおよび異常炎症の存在が、卵巣の機

能低下の原因になっている症例がある。抗酸化物質アスタキサンチンのヒト細胞に対する

効果を見るため、炎症に最も寄与する炎症性細胞のうち、マクロファージに対する効果を

検討した。アスタキサンチンはヒト腹腔内より得られたマクロファージにおける炎症性サ

イトカイン産生を抑制することを認めた。また、卵巣に複数種類のマクロファージが存在

することを明らかすることができ、アスタキサンチンは、卵巣におけるマクロファージに

作用することで異常炎症を低下させる可能性を示すことができた。 

 

 

 

 

 



研究成果 
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